
別紙１

　
中期計画＜令和２年度～令和４年度＞

評価

〇

学校教育目標 学校経営理念 学校経営方針
心豊かな児童の育成

研究主題
自ら課題を見つけ、主体的・協働的に学ぼうとする児童の育成
　　　　　　　　～　話合い活動を通して　～

13 【学級数】 6学校経営計画　＜令和２年度～令和４年度＞ 【学校名】 四万十町立東又小学校 【校長名】 中越あかね 【教職員数】

・チーム学校の構築を目指す（協働意識を強め合う教職員集団）
・全ての児童の学びを支える学習指導を通して、学力・体力の向上を図る。
・自他ともに認めあう集団作りを通して、児童の人権意識、道徳的規範意識の向上を図る。
・学校と地域が連携した教育活動を展開する。

　令和2年度から新教育課程が全面実施となった。これから、小学校教育は大きく変
わっていこうとしており、今、スタート地点に立っている。社会の急激な変化とともに、語
彙力・読解力の課題、プログラミング教育、少子高齢化、働き方改革などの対応すべき
課題も多く見られる。また、Society5.0時代の到来を見据え、答えが用意されていない
問題に問いを立てて解決する子どもの育成も求められている。
　そのために、今後更にチーム学校の取組を徹底し、確かな学力、豊かな人間性、心
身共に健康なバランスのとれた児童の育成を図る。

１．教師の授業実践力を高める。
　　　・授業研での講師招聘（探求的な授業の実施）
　　　・先進校視察
　　　・学校図書館、町立図書館の活用（先行読書・並行読書）
　　　・単元構想図、年間カリキュラム表作成
　　　・話合い活動の充実
２．「読む」「書く」「発信する」場の設定
３．家庭学習の充実
４．年間目標冊数の達成と読書好き児童の育成

１、Q-U調査アンケートの結果を分析し、要支援群の児童の支援を
全体で行う。
２、開発的・予防的な生徒指導を意識して児童とかかわる。
３、道徳意識調査を年間3回実施し、分析と取組を全体で共有し、
「自尊感情」「家庭との連携」の項目の向上に努める。
４、「高知の道徳」の活用の幅を広げる。（掲示・通信・授業など）
５、研究体制の充実を図る。
・道徳教育推進教師を中心にした研究体制を進める。
・授業チェックシートを活用し道徳参観日や研究授業に生かす。

１．個人到達目標の達成のため計画的な体育授業の実施
　・体力テストの課題を解決するための授業の実施
　・体を動かす場を提供する「元気アップコーナー」の実施
　・休み時間に体育館を開放し、バスケットボールができる環境作
りをする。
２．毎学期の生活調べの実施
　・毎学期の実施結果の共有と、保護者や児童への啓発を行う。
　・早寝について、朝の会で毎日チェックし、学期に1回道徳科や学
級会で話し合う。

検証・評価＜３年間の総括＞

（　）（　） 【児童生徒数】 66

横
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現状＜○強みと●弱み＞ 目標＜３年後の到達指標＞

【いじめ・不登校】
〇校内支援会が計画的に実施され、組織的に運営できている。
〇SCによる支援方法のアドバイスがあり、組織的な対応ができている。
●不登校はいないが、保護者の事情等で遅刻が多い児童がおり、効果的な対
策が確立されていない。
〇いじめ、不登校の早期発見、早期対応のための体制ができている。
●児童の自尊感情を高める取組を実施しているが、高まりが弱い。
【防災】
〇地域・保護者の協力が得られやすい。
〇防災学習週間の位置づけにより、計画的に防災学習を実施できる。
〇児童の防災意識も高まりつつある。
●海辺の校区での防災意識は高いが、校区の殆どの地域では、位置等の関
係で、地域的に防災への危機感が低い。
【働き方改革】
〇風通しの良い職場であり、諸問題への相談や対応が早くできる。
〇働き方について前向きに考え、改善しようとする雰囲気がある。
●地域、保護者の意向が強く、学校行事に対する意見が大きく、変えずらい雰
囲気がある。
●文書提出が多く、定時に帰宅できない。

〇「学校が楽しい」と感じる児童が９５％となっている。
〇道徳意識調査や授業力チェックシートを行い、分析・考察・改善点を全
体で共有できている。
〇「高知の道徳」などを活用し、家庭との連携を図り、道徳意識調査では
年度当初より＋20ポイントほど改善された。
●道徳の公開授業は全学級で年間1回は実施しているが、研究体制に
課題がある。
●道徳意識調査の「自尊感情」の項目では、肯定的評価が７８％となっ
ており、他の項目より低い数値となっている。

〇２回目のスポーツテストでは、課題であった５０m走や幅跳
び、ボール投げで記録が向上し、１学期D・E判定であった2名
も全ての項目で上昇していた。
●水泳では、到達目標未達成児童が、全校で１１名であった。
〇個人カルテの体力の項目は、82％の達成率であった。
●早寝達成率は６３％であった。

行動指針＜３年間の取組方針＞
〇基礎学力の向上と、活用力、問題解決能力の育成
　・全国学力・学習状況調査の正答率が全国平均以上、高知県学力定着状況調査の正
　　答率が前年度の同学年平均以上、標準学力検査の正答率が80%以上となる。
〇総合的な学習の時間や生活科を中心とした探求的な学びの育成
〇「考えが広がった・深まった・話し合ってよかった」と実感できる話合い活動により、自分
の考えを再構築することができる。
　・児童を対象にしたアンケートの対話の項目平均が3.8以上となる。
〇読書が好きという児童が増加し、年間目標冊数が増加する。
　・アンケートで、「本を読むことが好き」の肯定的回答が90%以上となる。年間目標読書冊
数の達成率が96%以上となる。
〇家庭学習の質と量を向上させ、授業に活きる家庭学習を実施する。
　・各学年で取り組む家庭学習時間の達成率が93%以上となる。

〇「学校が楽しい」と感じる児童が98％以上となる。
〇道徳意識調査の「自尊感情」の項目で85％以上となる。
〇道徳意識調査の「家庭との連携」の項目で80％以上となる
　・「高知の道徳」の活用、体験活動とかかわらせた道徳の授業の充実
〇「考え議論する」道徳の授業の研究
　・授業チェックシートの「授業構成」「発問」「時間配分」「板書」の項目が
85％以上となる。
・道徳の研究授業をブロックごとに年間２回以上行う。

〇児童の体力向上を図る。
　・体力テストのD・E判定の児童の割合を全校で15％以下にする。5年生の
体力テストの総合得点を全国平均以上を維持する。
　・個人到達目標の体力に関する項目の達成率を90％を目指す。
　・水泳では、到達目標未達成児童を全校で5名以内にする。
〇基本的な生活習慣の確立を図る。
　・早寝の達成75％を目指す。

〇全国学力・学習状況調査では到達目標を上回ることができた。
〇「課題解決に向けて自ら考え自ら取り組んだ」というアンケート結果に
おいて、肯定的評価が高かった。
●主体的に活動することに弱さが見られる。
〇読みを鍛える拠点校として２年間取組、全学年で単元構造図を作成す
るとともに、学校図書館を活用した授業を行うことができた。
●授業の中で、協働的な学びを支える対話の活動が弱かった。
●年間目標冊数の読書達成率はほぼ達成できたが、頻繁に図書館を来
校する児童の固定化が課題である。

【いじめ・不登校】
・ＳＣを含めた校内支援会を月1で実施し、共通理解、組織的な対応が定着している。
・ＳＣ等専門機関との連携で児童理解が深まり、組織的な対応が定着している。。
・不登校児童0人の維持と遅刻児童の遅刻回数を８0％減となる。
・いじめは絶対にいけない」「学校の先生は話を聞いてくれる」を共に100％にする。
【防災】
・行政と自主防災組織の協力を得た志和地区での津波避難訓練が定着している。
・行政・保護者・自主防災組織を巻き込んだ地域密着型の防災学習の日が実施できてい
る。
・年間6時間以上の防災学習が系統的な内容で実施され、1回以上の防犯教室の実施で
児童の自主防災意識が高まっている。
【働き方改革】
・人材バンクリストを更新し、教科や取組で学期に２回以上の地域の人材を活用した学習
が定着している。
・全ての会議が就業時間内に終了し、会の全体回数の１割減が実現している。
・直後反省会と直後プランの定着で協力体制が進んでいる。
・各自の退庁時間が明確化され、水曜日以外にも定時退庁が実現できている。
・学年・教科別の教材のデータや掲示物等が80％増で整備され、活用できている。

１．支援の必要な児童や家庭への組織的対応
　・校内支援会の実施（ＳＣも参加）
　・専門機関との連携
　・定期的な生活アンケートの実施と分析結果、手立ての共有
２．防災学習の推進
　・各学年の年間6 時間以上の防災学習の実施と検証
　・行政・地域・保護者を巻き込んだ防災学習の日の開催
　・計画的な避難訓練と防犯教室の実施
３．働き方改革の推進
　・教科学習や各種取組での地域人材の有効活用
　・就業時間内の会議の終了と回数削減
　・行事の直後プランと次年度へのスムーズな繋がり
　・退庁時刻の意識化推進と水曜日の一斉退庁の実現
　・教材のデータや掲示物・教具のストックと活用の推進
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目標達成に向けた取組項目
＜振計＞【担当】 ◇具体的な取組 ◆取組の評価指標

＜Ⅰ2（1）＞【学習部】

＜Ⅲ1（2）＞【学習部】
＜Ⅲ2（1）＞【学習部】
＜Ⅰ1（2）＞【学習部】

＜Ⅰ1（3）＞【学習部】

＜Ⅱ1（2）＞【学習部】
＜Ⅳ1（1）＞【学習部】

＜Ⅴ1（2）＞【1年担任】

＜Ⅰ1（3）＞【学習部】

＜Ⅳ2（2）＞【学習部】

１．教師の授業実践力の向上と話合い活動の充実
　◇国語科を中心とした授業研究の実施
　◇単元構想図で単元のゴールと学習の流れを児童と共有
　◇県内で実施される研修会への参加
　◇ICTを活用した授業の実施
　◇プログラミング教育に関わる研修の受講
　◇OJT「ちょこっと塾」の計画と実施
２．児童の基礎学力の向上と探求的な学びの育成
　◇朝学習や帯タイムの継続
　◇学校支援ボランティアの協力による放課後加力の実施
　◇生活や総合的な学習の時間における学習のまとめ方の工夫
　◇個人カルテをもとにした個別指導
　◇教科カリキュラムに基づいた各教科や領域、行事等での学校資源
　　や地域人材の活用と見直し
　◇スタートカリキュラムの活用と見直し
３．図書館活動の充実
　◇読み聞かせボランティアによる読み聞かせの実施
　◇各教科や領域等での図書館資料の活用を推進
　◇各学級で毎日図書の借り換えの有無を調べる。月ごとに個人の読書
　　冊数を集計する。
４．家庭学習の質と量の確保
　◇「義務教育９年間の家庭学習の手引き」を活用する。
　◇自主学習ノートの展示を行う。

◆全学年公開で、年間６回以上実施する。
◆国語科をはじめ、他教科でも活用する。
◆研究発表会（夏季・冬季）や他校の授業づくり講座に参加する。
◆授業で電子黒板を活用し、発達段階に応じてタブレットを使う。
◆校内研に講師を招聘し、研修を実施する。
◆若年教員を対象とし、月２回を目安に行う。

◆朝学習は算数、帯タイムは漢字、NIE、月１回の辞書引きを実施する。
◆年間20回程度を計画し、実施する。
◆模造紙や巻物、絵本等、様々なやり方で学習をまとめている。
◆各学期末に個人カルテの進捗状況を共有する。
◆各学年で学校林・ビオトープの活用や保育所・宅老所等との連携を
　図る。教科カリキュラムを加筆修正し、学期に1回、共有する。
◆スタートカリキュラムの活用と次年度に向けた修正を行う。

◆週に1回、朝学習の時間に各学年で読み聞かせを実施する。
◆各学期末に学校図書館活用の取組を共有する。
◆各学期末に、個人で定めた学期の目標読書冊数達成率が92%以上と
　なる。

◆5・9・1月の生活調べで家庭学習時間達成率の伸び率を検証する。
◆各学年1名の自学ノートを日替わりで教室前に展示する。

短期計画　【知】

〇基礎学力の向上と、活用力、問題解決能力の
育成
・全国学力・学習状況調査の正答率が、全国平
　均かそれ以上となる。高知県学力定着状況調
　査の正答率が、昨年度の同学年平均かそれ以
　上となる。標準学力検査の正答率が78%以上と
　なる。
〇総合的な学習の時間や生活科を中心としたカ
リキュラムマネジメントを行う。（発信・交流）
〇「考えが広がった・深まった・話し合ってよかっ
た」と実感できる話合い活動により、自分の考え
を再構築することができる。
・児童を対象にしたアンケートの対話の項目平均
　が3.7以上となる。
〇読書が好きという児童が増加し、年間目標冊
数が増加する。
・アンケートで、　「本を読むことが好き」の肯定的
　回答が85%以上となる。年間目標読書冊数の達
　成率が94%以上となる。
〇家庭学習の質と量を向上させ、授業に活きる
家庭学習を実施する。
・各学年で取り組む家庭学習時間の達成率が90%
　以上となる。

目標＜単年度の到達指標＞

〇基礎学力の向上と、活用力、問題解決能力の
育成
・高知県学力定着状況調査の正答率が、昨年度
　の同学年平均かそれ以上となる。標準学力検
　査の正答率が77%以上となる。
〇総合的な学習の時間や生活科を活かしたカリ
キュラムマネジメントを行う。
〇「考えが広がった・深まった・話し合ってよかっ
た」と実感できる話合い活動により、自分の考え
を再構築することができる。
・児童を対象にしたアンケートの対話の項目平均
　が3.6となる。
〇読書が好きという児童が増加し、年間目標冊
数が増加する。
・アンケート」で、「本を読むことが好き」の肯定的
　回答が80%以上となる。年間目標読書冊数の達
　成率が92%以上となる。
〇家庭学習の質と量を向上させ、授業に活きる
家庭学習を実施する。
・各学年で取り組む家庭学習時間達成率の全校
　平均が85%以上となる。

〇基礎学力の向上と、活用力、問題解決能力の
育成
・全国学力・学習状況調査の正答率が全国平均
　以上、高知県学力定着状況調査の正答率が昨
　年度の 同学年平均以上、標準学力検査の正答
　率が80%以上となる。
〇総合的な学習の時間や生活科を中心とした探
求的な学びの育成
〇「考えが広がった・深まった・話し合ってよかっ
た」と実感できる話合い活動により、自分の考え
を再構築することができる。
・児童を対象にしたアンケートの対話の項目平均
　が3.8以上となる。
〇読書が好きという児童が増加し、年間目標冊
数が増加する。
・アンケートで、　「本を読むことが好き」の肯定的
　回答が90%以上となる。年間目標読書冊数の達
　成率が96%以上となる。
〇家庭学習の質と量を向上させ、授業に活きる
家庭学習を実施する。
・各学年で取り組む家庭学習時間の達成率
　が93%以上となる。

中間検証
＜４～８月の取組を検証＞

評
価

年度末検証
＜到達指標の達成状況を検証＞
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＜Ⅰ2（7）＞【学級担任】

＜Ⅰ2（7）＞【体育主任】

＜Ⅰ1（4）＞【 体育主任 】

＜Ⅳ2（2）＞【生活部会】

＜Ⅳ2（2）＞【学級担任】

１、体力向上を図る

◇スポーツテストを実施する。

◇運動会の課題種目に1学期から取り組む。

◇朝礼で体育的活動を実施する。

◇個人カルテの体力項目に取り組む。

◇体を動かす場の設定として「元気アップコーナー」を実施する。

◇休み時間に体育館を開放してバスケットボールができる環境の設置

◇外部講師による専門的な技術を学ぶ機会を設け、体力の向上を図る。

２、基本的な生活習慣の確立

◇生活習慣定着への取り組みを継続する。

◇道徳科や学級会で早寝について話し合う。

◇朝の健康調べで早寝についてチェックする。

◆スポーツテストの結果改善の体力アップ75プログラム、体力向上のための取り組みハンドブック等を活

用した授業提案を１0月のスポーツテスト（5・6年）で検証する。

◆運動会の課題種目を全員ができるようにする。

◆柔軟性や俊敏性を養う活動を朝礼で取り入れる。

◆個人カルテの体力項目の達成率85％以上を目指す。

◆全員が外遊びを1日1回以上を目指す。

◆スポーツテストの「跳躍力」の項目で5ポイント以下を20％以下にする。

◆水泳の技術向上のため、外部講師による技術指導を行う。

◆学期一回生活がんばりカードを実施し早寝定着率68％を目指す。

◆学期に1回、道徳科や学級会で早寝について話し合う。

◆朝の健康調べで毎日早寝について調べる。

項目
＜振計＞【担当】

目標達成に向けた取組 中間検証
＜４～８月の取組を検証＞

評
価

１
年
目

【
令
和
２
年
度

】
２
年
目

【
令
和
３
年
度

】
３
年
目

【
令
和
４
年
度

】

〇「学校が楽しい」と感じる児童が97％以上となる。
〇道徳意識調査の「自尊感情」の項目で82％以上,「家
庭との連携」の項目で78％以上となる.
　・「高知の道徳」の活用、体験活動とかかわらせた道
徳の授業の充実
〇「考え議論する」道徳の授業の研究
　・授業チェックシートの「授業構成」「発問」「時間配
分」「板書」の項目が82％以上となる。
・道徳の研究授業をブロックごとに年間1回以上行う。

〇「学校が楽しい」と感じる児童が98％以上となる。
〇道徳意識調査の「自尊感情」の項目で85％以上,「家
庭との連携」の項目で80％以上となる.
　・「高知の道徳」の活用、体験活動とかかわらせた道
徳の授業の充実
〇「考え議論する」道徳の授業の研究
　・授業チェックシートの「授業構成」「発問」「時間配
分」「板書」の項目が85％以上となる。
・道徳の研究授業をブロックごとに年間２回以上行う。

項目
＜振計＞【担当】

目標達成に向けた取組

１
年
目

【
令
和
２
年
度

】
２
年
目

【
令
和
３
年
度

】

中間検証
＜４～８月の取組を検証＞

評
価

年度末検証
＜到達指標の達成状況を検証＞◇具体的な取組 ◆取組の評価指標

〇児童の体力向上を図る。
・体力テストのD・E判定の児童の割合を２５％以下を維持す

る。

・5年の体力テストの総合得点で全国平均以上を維持する。

・個人到達目標の体力に関する項目で85％の達成を目指

す。

・水泳では、到達目標未達成児童を全校で10名以内にす

る。

〇基本的な生活習慣の確立を図る。
・早寝の達成68％を目指す。

短期計画　【徳】

短期計画　【体】

目標＜単年度の到達指標＞

〇「学校が楽しい」と感じる児童が96％以上となる。
〇道徳意識調査の「自尊感情」の項目で80％以上,「家
庭との連携」の項目で75％以上となる.
　・「高知の道徳」の活用、体験活動とかかわらせた道
徳の授業の充実
〇「考え議論する」道徳の授業の研究
　・授業チェックシートの「授業構成」「発問」「時間配
分」「板書」の項目が75％以上となる。
・道徳教育推進教師が公開授業を1回実施する。

◇具体的な取組
<Ⅰ２（６）>【人権主任】
　　　　　　　【生徒指導】
<Ⅰ２（４）>【人権主任】
　【道徳教育推進教師】
<Ⅳ２（１）（２）>
　【道徳教育推進教師】
<Ⅰ１（２）><Ⅰ２（１）>
【道徳教育推進教師】

１、Ｑ－Ｕ調査アンケートの実施と、要支援群の児童への支援
◇開発的、予防的な生徒指導の実施

２、「自尊感情」「家庭との連携」の項目向上への手立て
◇道徳意識調査の実施と分析
◇人権・道徳参観日での人権・道徳の公開授業と、「高知の道徳」の活用
◇保護者や地域の方をゲストティーチャーに活用
３、道徳の授業力の向上
◇道徳推進教師による公開授業の実施
◇授業力チェックシートの実施・分析

〇児童の体力向上を図る。
・体力テストのD・E判定の児童の割合を２５％以下にする。

・5年の体力テストの総合得点で全国平均以上を維持する。

・個人到達目標の体力に関する項目で88％の達成を目指

す。

・水泳では、到達目標未達成児童を全校で10名以内にす

る。

〇基本的な生活習慣の確立を図る。
・早寝の達成72％を維持する。

〇児童の体力向上を図る。
・体力テストのD・E判定の児童の割合を15％以下にする。

・5年の体力テストの総合得点で全国平均以上を維持する。

・個人到達目標の体力に関する項目で90％の達成を目指

す。

・水泳では、到達目標未達成児童を全校で5名以内にする。

〇基本的な生活習慣の確立を図る。
・早寝の達成75％を維持する。

目標＜単年度の到達指標＞

年度末検証
＜到達指標の達成状況を検証＞◆取組の評価指標

◆年間2回のＱ－Ｕ調査アンケートの実施と、ＰＤＣAサイクルシートを活用する。
◆要支援群の児童へのかかわり方を全体で確認し、開発的、予防的な生徒指導
の取組を夏季休業中に全体で確認する。

◆道徳意識調査を年間3回実施し、分析・考察、取組を全体で共有する。
◆道徳教育推進教師が「高知の道徳」の活用例を示し、活用の仕方を夏季休業中
にブロックごとに教材研究する。

◆1学期中（7月ごろ）に道徳教育推進教師が公開授業し、事後研究をする。
◆授業力チェックシートを年間3回実施し、分析、考察、取組を全体で共有する。
◆「構成」「発問」「時間配分」「評価の仕方」について夏季休業中に研修会をする。



【いじめ・不登校】

・ＳＣを含めた校内支援会を月1で実施し、共通理解、組織的な対応

が定着する。

・ＳＣ等専門機関との連携で児童理解が深まり、組織的な対応が定着

する。

・不登校児童0人の維持と遅刻児童の遅刻回数を８0％減となる。

・いじめは絶対にいけない」「学校の先生は話を聞いてくれる」を共に

100％にする。

【防災】

・行政と自主防災組織の協力を得た志和地区での津波避難訓練が

定着している。

・行政・保護者・自主防災組織を巻き込んだ地域密着型の防災学習

の日が実施できている。

・年間6時間以上の防災学習が系統的な内容で実施され、1回以上の

防犯教室の実施で児童の自主防災意識が高まっている。

【働き方改革】

・人材バンクリストを更新し、教科や取組で学期に２回以上の地域の

人材を活用した学習が定着している。

・全ての会議が就業時間内に終了し、会の全体回数の１割減が実現

している。

・直後反省会と直後プランの定着で協力体制が進んでいる。

・各自の退庁時間が明確化され、水曜日以外にも定時退庁が実現で

きている。

・学年・教科別の教材のデータや掲示物等が80％増で整備され、活

用できている。

１
年
目

【
令
和
２
年
度

】

目標＜単年度の到達指標＞

３
年
目

【
令
和
４
年
度

】

２
年
目

【
令
和
３
年
度

】

◇具体的な取組 ◆取組の評価指標

目標達成に向けた取組 中間検証
＜４～８月の取組を検証＞

評
価

年度末検証
＜到達指標の達成状況を検証＞

【いじめ・不登校】

・校内支援会を月１の割合で実施し、教職員で共有する。

・SC等専門機関とつながり、家庭や児童に組織で対応す

る。

・不登校児童0人の維持と遅刻児童の遅刻回数を40％減と

する。

・「いじめは絶対にいけない」を100％、「学校の先生は話を

聞いてくれる」を98％にする。

【防災】

・志和地区での津波避難訓練を実施する。

・行政を巻き込んだ防災学習の日を実施する。

・年間6時間以上の計画的な防災学習の実施と、1回以上の

防犯教室を実施する。

【働き方改革】

・学期に1回は教科や取組で地域の人材を活用した学習を

する。

・会議は時間内に終了する。

・水曜日の一斉退庁日を確実に実施する。

・直後反省会と直後プランの保存をする。

・学年・教科別の教材の保管が３０％増になる。

【いじめ・不登校】

・ＳＣ参加の校内支援会を月１で実施し、教職員での共有が

定着する。

・SC等専門機関との連携が進み、児童の見取りを深め、組

織で対応する。

・不登校児童０人の維持と遅刻児童の遅刻回数を60％減と

する。

・「いじめは絶対にいけない」の100％維持、「学校の先生は

話を聞いてくれる」を99％にする。

【防災】

・自主防災組織を巻き込んだ志和地区での津波避難訓練を

実施する。

・行政・保護者を巻き込んだ防災学習の日を実施する。

・年間6時間以上の計画的な防災学習の実施と、1回以上の

防犯教室の実施が定着している。

【働き方改革】

・学期に２回は教科や取組で地域の人材を活用した学習を

する。

・会議は時間内に終了出来ており、会議の回数の見直しが

進んでいる。

・水曜日の一斉退庁日が定着している。

・直後反省会と直後プランが定着している。

・学年・教科別の教材が５０％増で保管でき、すぐ使える状

態になっている。

<Ⅱ2(１)>【支援会】

＜Ⅰ4（4）＞【支援会】

<横断１（１）>【全学年】

<Ⅰ2（6）>【全学年】

<Ⅵ3（3）>【全学年】

<横断>2（3）【全学年】

<横断>2（2）【全教職員】

<横断>2(1）【全教職員】

<横断>2（2）【全教職員】

１、支援会の充実とSCとの連携
◇校内支援会の実施
◇専門機関との繋がりの強化
◇生活アンケートの定期的な実施
◇児童理解を深める

２．防火学習の実施
◇津波避難訓練の実施
◇防災学習の実施
◇防災学習週間の内容の充実

３．働き方改革の推進
◇地域人材の活用
◇会議の短縮化
◇直後プランの作成・保存
◇定時退庁日の実施
◇教材・教具のストック

短期計画　【横断】
項目

＜振計＞【担当】

◆月１回の割合、各学年3回の校内支援会を実施（SCもできるだけ参加）する。
◆SC以外にもＳＳＷや心の教育センター、療育センター等の専門機関とも繋がり、
適切なアドバイスを下に課題のある家庭や児童に組織的として対応する。
◆学校生活アンケートを年間3回実施し、その結果を踏まえ、有効な手立てに取り
組む。
◆軽微ないじめを軽視せず、子どもに寄り添い解決し、組織での見守り支援を強
化する。
◆年間１回、志和地区へ津波避難訓練に行く。

◆防災学習の日（危機管理課の協力を仰ぐ）を実施する。
◆「高知県安全教育プログラム」を活用した年間５時間の防災学習の内容を共有
し、系統的な学習へとつなげていく。
◆地域人材を活用し、教科指導や取組の充実を図る。

◆時間配分を意識し、終了時間を明確にした会議を実施する。
◆行事後すぐに反省会をもち、直後プランを作成し、フォルダにデータ保存する。
◆毎週水曜日は定時退庁を実施する。
◆資料室の棚やパソコン上にストックした教材を、学年・教科別に取り出しやすくス
トックしていき、３０％増にする。


